（別添２）

別紙様式　応募書

平成２２年度　省エネ照明デザインアワード
応　募　書
平成２２年　　月　　日

環境省　御中

（事業者名）　

（代表者役職・氏名）

　　　　　　　　　　　　　印
１．応募区分［該当するものに○印］

	１　公共施設・総合施設　　　　　　　２　商業施設　　　　　　　　　　３　その他



２．省エネ照明を導入した建築物の名称

	


３．応募者の連絡先

	事業所名
	

	住　　所
	（〒　　　―　　　　）


	担　当　者
	ふりがな
	

	
	氏　　名
	

	
	所属部署
	

	
	電　　話
	

	
	ファックス
	

	
	Ｅ－ｍａｉｌ
	


４．省エネ照明を導入した建築物の概要

	延床面積等
	※建物全体の延床面積と、省エネ照明を導入した部分の延床面積等をご記入ください。

（全体）　　　　　　階建　　　　　　　㎡　　　　　　（導入部分）　　　　　　階　　　　　　　㎡



	竣工年月日
	

	用途


	※省エネ照明を導入した空間の用途をご記入ください。

	見取り図
	※省エネ照明を導入した空間のレイアウト、部屋ごとの広さ等ができるだけ正確に分かる見取り図があれば、以下に貼付ください（別添いただいてもかまいません）。


６．省エネ照明導入施設の様子および反応
	※対象建築物の照明及びその照明を含む空間について、イメージパース・実施写真、具体的数量（照度、省エネ効果、利用者数等について）、照明器具の仕様（照明器具の光源、メーカー等）、周囲の反応（利用者の声）等を用いて、具体的かつ簡潔にご記入ください。


７．評価項目に関するアピールポイント

貴団体施設のアピールポイントを、以下の項目ごとにご記入ください。
	・有効性

・適切性
	※省エネ照明導入の取組の有効性として、その効果をご記入ください。CO2削減効果や節電効果等の定量的な効果について可能な限りご記入ください。
※同取組がCO2排出量削減やエネルギーの有効利用以外についても効果が期待できる
場合は、その内容を簡潔にご記入ください。（例えば健康面や精神面での効果など）


	・デザイン性
・先進性

・独自性


	※省エネ照明導入の取組として、他では見られない先進的な内容、独自の取組等があれば、ご記入ください。

※省エネ照明を導入して空間を設計するにあたって、デザイン性に配慮した点があれば、その内容を簡潔にご記入ください。



	・自立性

・再現可能性

・地域貢献度

	※省エネ照明未導入企業等が再現可能な程度にモデルとして自立しているかをご記入
ください。
※地域の市民や企業等のＣＯ２排出量削減努力を促す上で省エネ照明導入モデルとして効果的であった点があればご記入下さい。

	・実用性　

・経済性

	※メンテナンスやリニューアルを考えた実用性を備えた取組をしている点があれば、ご記入下さい。

※省エネ照明を導入したことにより、従来型の照明と比較して、コスト削減につながった点があれば、ご記入ください。

	その他
（継続性　他）

	※　上記の他、特筆すべき点、アピールすべき点があればご記入ください。




※応募書類の評価項目を参考にご記入ください。
８．添付資料

本応募書以外に下記の図面、資料等について、現存のものがあれば添付してください。

○照明配置図
○器具仕様書
○照度分布等

○写真またはパース（内観、外観）

○取組内容がわかる資料（顧客向けパンフレット、広報誌、環境報告書、説明資料等）

○新聞・雑誌・地域情報誌等における報道記事等

	1 ９．　照明デザイナー・コンサルタントとその経歴

	※本施設の照明計画、空間デザイン等を担当（指導・監修等）した照明デザイナーまたは照明コンサルタントの氏名・所属・経歴・受賞歴（あれば）をご記入ください。なお、当該デザイナー・コンサルタントの所属は、応募企業等の内外を問いません。

※当施設の照明計画、空間デザインを担当した建築家、インテリアデザイナーがいる場合は併記して下さい。
















































